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信 

 

第
六
十
八
号 

 
「日
本
の
建
国
を
祝
う
愛
知
県
民
の
集
い
」開
催
さ
る 

二
月
十
一
日
、
紀
元
節
の
佳
き
日
に
、
ア
パ
ホ
テ
ル
名
古
屋
錦
（
名
古
屋
市
中
区
）に
て
本
会
は

開
催
さ
れ
た
。
第
一
部
は
記
念
式
典
。
は
じ
め
に
、
出
席
者
全
員
に
て
厳
か
に
国
歌
斉
唱
。
続
い

て
、
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
の
重
冨
亮
会
長
よ
り
挨
拶
。
重
富
会
長
か
ら
は
、
紀
元
節
を
寿
ぐ

内
容
に
加
え
、
来
る
四
月
の
統
一
地
方
選
に
挑
戦
さ
れ
る
南
部
ふ
み
ひ
ろ
氏
の
ご
紹
介
も
頂
い

た
。
ま
た
、
ご
来
賓
を
代
表
し
て 

前
衆
議
院 

東
郷
て
つ
や
様
よ
り
も
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
。
最

後
に
、
決
議
文
の
採
択
・紀
元
節
の
歌
の
斉
唱
、
大
東
塾 

磯
貝
正
温
様
ご
発
声
に
よ
る
聖
寿
万

歳
を
全
員
で
三
唱
。
第
二
部
は
、
「れ
き
べ
ん
」
で
お
馴
染
み
の
久
野
潤
先
生
の
ご
講
話
「国
を
ま

も
っ
て
き
た
先
人
達
の
戦
い
」
を
聴
講
。 

近
江
神
宮
の
ご
祭
神
で
あ
ら
れ
る
天
智
天
皇
の
お
話
、
白 

村
江
の
戦
い
に
ま
つ
わ
る
お
話
、
持
統
天
皇
に
よ
っ
て
初
め
て 

の
ご
遷
宮
が
な
さ
れ
た
お
話
、
応
仁
の
乱
に
て
中
断
と
な
っ 

て
い
た
ご
遷
宮
が
織
田
信
長
に
よ
っ
て
復
活
さ
れ
た
お
話
、 

戦
艦
伊
勢
に
祭
ら
れ
て
い
た
船
内
神
社
は
神
宮
の
由
緒
あ
る 

分
社
で
あ
る
お
話
、
ワ
シ
ン
ト
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
お
話 

な
ど
、
久
野
氏
は
弁
舌
爽
や
か
に
国
史
の
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ 

ー
ド
を
縦
横
無
尽
に
語
ら
れ
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド 

は
目
か
ら
鱗
の
お
話
し
が
多
く
、
参
加
者
一
同
興
味
深
げ
に 

聞
き
入
っ
て
い
た
。
久
野
氏
の
熱
弁
に
よ
り
、
予
定
よ
り
講
話 

の
時
間
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
の
こ
と
も
気
に
な 

ら
な
い
程
の
白
眉
の
お
話
し
で
あ
っ
た
。
久
野
氏
は
、
講
話
の
最 

後
を
、
「日
本
人
は
、
過
去
の
日
本
人
が
如
何
に
し
て
戦
っ
て
き 

た
か
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
後
世
に
伝
え
な
く
て 

は
な
ら
な
い
」
と
結
ば
れ
た
。
先
人
の
戦
い
を
想
い
、
そ
し
て
そ 

れ
を
心
か
ら
感
謝
す
る
参
加
者
全
員
の
感
動
の
余
韻
が
い
つ 

ま
で
も
会
場
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

（愛
知
県
本
部
事
務
局 

脇
山
博
文
） 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部  

 

第
十
七
回
勉
強
会
、
街
宣
実
施
！ 

二
月
十
五
日
（日
） 

（第
一
部
）午
前
九
時
～
十
一
時
四
五
分
【勉
強
会
】

●
会
場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
●
参
加
者
十

名
●
テ
ー
マ
「戦
後
保
守
運
動
史
」 

今
回
は
服
部
守

孝
事
務
局
長
を
お
招
き
し
、
学
生
運
動
時
代
を
中
心

に
日
本
を
守
る
国
民
会
議
、
日
本
青
年
協
議
会
で
の

活
動
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
体
験
を
交
え
て
ご
講
話
戴

き
ま
し
た
。
当
時
の
国
民
世
論
に
鑑
み
、
如
何
に
苦
労

さ
れ
た
か
を
拝
察
し
ま
す
。
こ
う
し
た
先
輩
方
の
不
断

の
努
力
に
よ
り
、
今
日
の
日
本
会
議
の
基
盤
が
築
か
れ

た
こ
と
に
感
謝
と
尊
敬
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。
参
加

者
一
同
襟
を
正
し
、
決
意
を
新
た
に
し
た
次
第
で
す
。 

（第
二
部
）午
後
二
時
～
四
時
【街
宣
・憲
法
改
正
】 

●
場
所 

昭
和
区
御
器
所
交
差
点
周
辺 

●
参
加
者

四
名 

先
月
は
知
事
選
の
為
空
振
り
に
終
わ
っ
た
街
宣

で
す
が
、
今
回
は
四
支
部
か
ら
一
名
ず
つ
の
参
加
で
あ

り
ま
し
た
。
や
は
り
最
低
で
も
四
名
は
集
ま
ら
な
い
と

効
果
的
な
チ
ラ
シ
配
布
や
署
名
活
動
が
で
き
ず
、
よ

り
多
く
の
参
加
者
を
募
り
ま
す
。
活
動
中
、
ア
パ
ホ
テ

ル
名
古
屋
錦
の
森
本
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
よ
り
温
か
い
缶

コ
ー
ヒ
ー
の
差
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

（名
古
屋
東
部
支
部
長 

江
﨑
雅
博 

） 

 

西
春
日
井
支
部 

街
宣
活
動
実
施
報
告 

今
日
は
二
月
四
日
（水
）！
よ
う
や
く 

愛
知
県
知
事
選
挙
も
終
わ
り
、
待

ち
に
待
っ
た
西
春
日
井
支
部
の
街
宣
活
動
再
開
で
す
！
去
年
の
秋
ご
ろ
か

ら
早
朝
、
通
勤
客
に
向
け
て
の
Ｊ
Ｒ
枇
杷
島
駅
前
で
の
『
憲
法
改
正
』の
街

宣
は
自
治
会
長
の
Ｍ
田
さ
ん
（七
三
）
が
手
伝
っ
て
く
だ
さ
っ
て
ま
す
。
Ｍ
田

さ
ん
と
は
私
た
ち
尾
張
人
が
夏
の
始
ま
り
を
感
じ
る
『
尾
張
西
枇
杷
島
ま

つ
り
』で
知
り
合
い
ま
し
た
。
色
々
話
し
て
い
る
う
ち
に
考
え
が
近
い
こ
と
が

分
か
り
、
街
宣
の
お
手
伝
い
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
！
Ｍ
田
さ
ん
は
現
役
時
代
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
営
業
マ
ン
だ
っ
た

そ
う
で
人
に
語
り
か
け
る
の
が
も
の
す
ご
く
上
手
で
す
。
街
宣
中
に
私
の

声
の
速
度
と
か
抑
揚
な
ど
を
注
意
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
時
々
は
街
宣
の 

原
稿
な
ど
も
書
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
す
ご
く
助
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
去
年
の
年
末
に
は
日
本
会
議

の
会
員
に
も
な
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
！
『そ
の
う
ち
自
分
も
（街
宣
で
）
マ
イ
ク
を
持
っ
て
話
す
か
ら
、

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
て
よ
』と
い
う
Ｍ
田
さ
ん
。
憲
法
改
正
、
本
当
に
実
現
し
な
き
ゃ
ダ
メ
で
す
よ
ね
！
期
待
し

て
お
り
ま
す
！ 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

（西
春
日
井
支
部
長 

水
田
美
子
） 

サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国 

 

マ
ン
リ
オ
・カ
デ
ロ
大
使
を 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

お
迎
え
し
て 

去
る
二
月
二
十
五
日
、
オ
イ
ス
カ
議
員
連
盟
主

催
に
よ
る
、
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
の
マ
ン
リ
オ
・カ

デ
ロ
大
使
講
演
会
が
愛
知
県
議
会
に
て
開
催
さ

れ
た
。
加
盟
議
員
十
五
名
に
、
オ
イ 

ス
カ
関
係

者
や
、
日
本
会
議
会
員
二
十
名
が
参
加
。
私
は
、

名
古
屋
駅
で
の
送
迎
担
当
を
仰
せ
つ
か
る
光
栄

を
浴
し
た
。
講
演
で
は
、
長
い
日
本
在
住
経
験
か

ら
、
日
本
の
伝
統
精
神
や
芸
術
文
化
が
神
道
に

由
来
す
る
こ
と
を
確
信
さ
れ
た
こ
と
や
、
昨
年
六

月
に
サ
ン
マ
リ
ノ
神
社
を
建
立
さ
れ
た
喜
び
を
語

ら
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
日
本
理
解
の
深
い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
、
再
び
感
激
を

も
っ
て
お
聞
き
し
た
次
第
で
あ
る
。
ま
た
、
棚
橋

美
治
氏
（日
本
青
年
協
議
会
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
委

員
長
）令
夫
人
と
お
嬢
様
二
人
が
参
加
さ
れ
た

が
、
終
了
後
の
茶
話
会
で
、
中
学
生
の
お
嬢
様

（二
女
）が
社
会 

科
の
自
主
研
究 

で
、
サ
ン
マ
リ
ノ
共 

和
国
を
取
り
上
げ 

て
発
表
さ
れ
た
報 

告
が
あ
り
、
大
層 

お
喜
び
だ
っ
た
大 

使
の
お
顔
が
印
象 

に
残
っ
た
。 

（愛
知
県
本
部 

 
 

事
務
局
長 

 
 
 

服
部
守
孝
） 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
二 

知
恩
院
か
ら
花
園
天
皇
陵
を
参
拝
し
、
次
は
青
蓮
院

宮
上
ノ
墓
地
と
青
蓮
院
宮
下
ノ
墓
地
に
向
か
い
ま
す
。

便
利
サ
イ
ト
を
み
る
と
青
蓮
院
門
跡
に
入
場
す
る
の
で

は
な
く
北
へ
通
り
抜
け
て
三
条
通
を
右
に
曲
が
り
し
ば

ら
く
し
て
更
に
右
に
曲
が
り
南
下
す
る
ル
ー
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
陵
墓
の
中
で
も
最
も
行
き
に
く
い

場
所
で
あ
る
？
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
思
議
に
思

い
な
が
ら
向
か
い
ま
し
た
。
尊
勝
院
と
い
う
お
寺
の
中

を
通
り
過
ぎ
て
山
道
を
進
む
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

尊
勝
院
手
前
で
右
手
の
金
網
フ
ェ
ン
ス
の
中
を
覗
く
と

「お
や
っ
」
墓
地
が
あ
り
ま
す
。
し
か
も
鉄
格
子
の
扉
ら

し
き
も
の
が
確
認
で
き
ま
す
。
便
利
サ
イ
ト
の
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
上
の
位
置
か
ら
す
る
と
ど
う
も
青
蓮
院
宮
下
ノ 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■４月５日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
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平成二十七年四月  
 

 

事
務
局
日
誌 
（二
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

 

服
部
守
孝 

 

新
規
入
会
者
ご
紹
介 

 
 

 
 

（平
成
二
十
七
年
一
月
） 

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

北
野
よ
し
は
る
（議
員
会
員
） 

朝
倉
敏
行
（正
会
員
） 

柴
田
充
子
（正
会
員
）※

支
援
会
員
よ
り
移
行 

後
藤 

昭
（正
会
員
）※

支
援
会
員
よ
り
移
行 

中
屋 

操
（正
会
員
）※

支
援
会
員
よ
り
移
行 

平
子
慎
太
郎
（正
会
員
）※

支
援
会
員
よ
り
移
行 

種
別
順
入
会
日
順
・敬
称
略 

十
一
日
（水
）第
十
三
回
日
本
の
建
国

を
祝
う
愛
知
県
民
の
集
い
を
開
催
。
講

師
は
、
若
き
歴
史
学
者
の
久
野
潤
先

生
。
一
五
〇
名
の
参
加
者
で
盛
況
と

な
っ
た
。
（詳
細
は
一
面
） 

十
二
日
（木
）飲
食
店
を
営
む
友
人
が
、

平
針
に
二
号
店
を
オ
ー
プ
ン
。
事
務
局

の
松
川
さ
ん
、
小
林
さ
ん
ら
四
名
で
お

祝
い
に
行
っ
た
。
友
人
は
三
年
前
に
異

業
種
へ
転
換
し
た
が
、
直
ち
に
繁
盛
店
へ
。

曰
く
「も
っ
と
早
く
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」

と
。 

十
四
日
（土
）名
古
屋
青
年
会
議
所
主

催
に
よ
る
講
演
会
へ
。
名
古
屋
能
楽
堂

が
会
場
と
な
っ
た
が
、
ほ
ぼ
満
席
の
六

〇
〇
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
登
壇
者

は
、
竹
田
恒
泰
氏
、
井
沢
元
彦
氏
、
千

秋
季
頼
氏
、
京
本
和
也
氏
の
豪
華
メ
ン

バ
ー
。
本
会
会
員
の
方
々
に
も
、
大
勢

ご
参
加
い
た
だ
い
た
。 

十
六
日
（日
）名
古
屋
東
部
支
部
二
月

定
例
会
で
「戦
後
保
守
運
動
の
歴
史
」

と
題
し
て
二
時
間
講
演
。
今
日
の
日
本

会
議
に
至
る
ま
で
の
運
動
史
を
体
験
に

基
づ
き
お
話
し
た
。 

十
七
日
（火
）遠
来
の
友
人
を
案
内
し

て
、
旧
稲
武
町
の
古
橋
懐
古
館
へ
二
十

年
ぶ
り
に
訪
れ
た
。
こ
こ
は
、
篤
農
家
の

古
橋
源
六
郎
翁
が
収
集
し
た
、
維
新
の

志
士
の
遺
墨
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
白
鷺
温
泉
に
一
泊
し
た
が
、

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
で
全
館
貸
切
だ
っ
た
。 

二
十
一
日
（土
）第
四
十
一
回
日
本
協

議
会
全
国
大
会
参
加
の
た
め
、
四
名
が

同
乗
し
て
伊
勢
へ
。 

二
十
二
日
（日
）大
会
二
日
目
の
早
朝
、

内
宮
正
式
参
拝
。
天
照
大
神
様
の
ご

加
護
と
お
導
き
を
い
た
だ
き
、
憲
法
改

正
を
成
し
遂
げ
て
行
き
た
い
。
夕
方
、

名
古
屋
に
帰
り
、
学
生
時
代
に
ご
指
導

い
た
だ
い
た
先
輩
を
囲
ん
で
懇
親
会
。

懐
か
し
い
話
題
に
花
が
咲
い
た
。 

二
十
五
日
（水
）オ
イ
ス
カ
議
員
連
盟

主
催
に
よ
る
サ
ン
マ
リ
ノ
共
和
国
特
命

全
権
大
使
の
マ
ン
リ
オ
・カ
デ
ロ
閣
下
の

講
演
会
で
、
送
迎
係
り
を
仰
せ
つ
か
っ

た
。
ま
た
、
友
人
の
奥
さ
ん
と
長
女
、

次
女
も
参
加
さ
れ
た
が
、
次
女
が
中
学

校
社
会
科
の
自
主
研
究
で
サ
ン
マ
リ
ノ

共
和
国
を
取
り
上
げ
、
ク
ラ
ス
発
表
さ

れ
た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
、
大
使
も
大 

墓
地
ら
し
い
の
で
す
。
し
か
し
便
利
サ
イ
ト

で
は
下
ノ
墓
地
は
上
ノ
墓
地
か
ら
さ
ら
に

山
道
を
大
き
く
ぐ
る
り
と
回
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
便
利
サ
イ
ト

に
従
い
上
ノ
墓
地
へ
向
か
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
尊
勝
院
を
通
り
抜
け
て
山
道
に
入
り

ま
す
。
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
よ
う
な
山
道

で
す
。
二
十
分
ほ
ど
進
む
と
山
の
尾
根
み

た
い
な
と
こ
ろ
に
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
間

違
い
で
す
。
既
に
汗
だ
く
で
す
。
尊
勝
院
へ

も
ど
っ
て
再
度
青
蓮
院
側
へ
の
分
か
れ
道

を
探
し
ま
す
。
道
か
？
と
い
う
分
か
れ
道

あ
り
ま
し
た
。
程
な
く
行
っ
た
所
の
右
手

下
方
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
フ
ェ
ン
ス
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
フ
ェ
ン
ス
に
つ
か
ま
ら
な

く
て
は
降
り
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
斜
面
を
お

り
た
と
こ
ろ
に
青
蓮
院
宮
上
ノ
墓
地
は
あ

り
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
青
蓮
院
の

敷
地
内
ら
し
く
正
面
か
ら
は
行
く
こ
と
が

叶
わ
ず
裏
か
ら
お
邪
魔
し
た
よ
う
な
感
じ

で
す
。
合
掌
。
で
あ
れ
ば
、
下
ノ
墓
地
も
先

ほ
ど
の
尊
勝
院
手
前
の
フ
ェ
ン
ス
の
切
れ
目

を
探
せ
ば
行
け
る
は
ず
。
案
の
定
フ
ェ
ン
ス

の
端
の
藪
を
掻
き
分
け
掻
き
分
け
お
邪

魔
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
掌
。
下
ノ

墓
地
か
ら
は
簡
単
に
青
蓮
院
の
表
に
回
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普
通
に
青
蓮
院
に

拝
観
料
を
納
め
て
参
拝
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
の
か
と
念
の
た
め
に
青
蓮
院
の
お
坊

さ
ん
に
尋
ね
ま
し
た
。
す
る
と
答
え
は
「青

蓮
院
宮
上
ノ
墓
地
、
下
ノ
墓
地
と
も
に
一

般
に
は
公
開
し
て
い
ま
せ
ん
。
」
さ
ら
に
念

の
た
め
電
話
で
宮
内
庁
書
陵
部
月
輪
陵

墓
監
区
事
務
所
に
も
尋
ね
ま
し
た
が
、
や

は
り
一
般
に
は
参
拝
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

な
る
ほ
ど
一
般
に
は
参
拝
で
き
な
い
東
京

の
護
国
寺
内
に
あ
る
豊
島
岡
墓
地
で
あ

れ
ば
四
方
を
塀
で
囲
み
し
っ
か
り
門
扉
を

閉
じ
て
非
公
開
と
で
き
ま
す
が
、
京
都
東

山
山
麓
で
は
そ
れ
が
で
き
な
い
た
め
侵
入

で
き
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
結
果
、

不
法
侵
入
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
こ
は
皇

室
の
弥
栄
を
願
い
皇
室
を
尊
崇
す
る
気

持
ち
に
免
じ
て
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
日
最
後
の
目
的
地
は
南
禅

寺
の
後
嵯
峨
天
皇
皇
后
姞
子
粟
田
山
陵

と
亀
山
天
皇
分
骨
所
で
す
。
歩
く
と
十

五
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
節
約
の
た
め
歩

き
ま
し
た
。
南
禅
寺
三
門
の
右
側
の
舗
装

路
を
歩
き
法
堂
の
横
あ
た
り
で
右
に
折
れ

ま
す
。 

「
美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る
愛
知
県
民
の
会
」設
立
大
会 

日 

時 

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
七
日
（水
） 

午
後
二
時
開
会
～
四
時
閉
会 

会 

場 

熱
田
神
宮
会
館 

次 

第 

第
一
部 

 

設
立
大
会 

 
 
 
 

 
 

第
二
部 

 

記
念
講
演 

舞
の
海
秀
平
氏
（大
相
撲
解
説
者
） 

参
加
費 

無
料 

 
 

 

運
動
方
針 

 
 

 

○
憲
法
改
正
に
向
け
た
各
種
啓
発
活
動 

 

○
賛
同
署
名
（愛
知
県
目
標
三
〇
万
）  
 

○
県
内
市
町
村
の
議
会
決
議
の
推
進 

 

○
県
内
市
町
村
の
憲
法
改
正
集
会
開
催 

層
お
喜
び
だ
っ
た
。 

二
十
七
日
（金
）椛
島
事
務
総
長
来
名
。

憲
法
改
正
賛
同
者
署
名
運
動
に
つ
き
、

ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
終
了
後
の
夕
食

会
に
て
、
長
崎
大
学
か
ら
上
京
し
、
青

年
運
動
を
興
さ
れ
た
草
創
期
の
貴
重

な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
大
い
に

感
激
し
た
。 

二
十
八
日
（土
）南
部
ふ
み
ひ
ろ
後
援

会
事
務
所
が
、
い
よ
い
よ
明
日
開
設
さ

れ
る
。
室
内
清
掃
や
装
飾
の
お
手
伝
い

を
し
て
、
万
全
を
期
し
た
。 

 

す
る
と
見
え
て
く
る
の
が
京
都
舞
台
の

サ
ス
ペ
ン
ス
ド
ラ
マ
に
よ
く
出
て
く
る
水

道
橋
で
す
。
琵
琶
湖
疏
水
が
山
科
で
一

旦
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
再
び
ト
ン
ネ
ル
を
く

ぐ
っ
て
現
れ
る
の
が
こ
の
水
路
閣
と
呼
ば

れ
る
水
道
橋
の
あ
た
り
な
の
で
す
。
水
路

閣
を
く
ぐ
っ
た
と
こ
ろ
で
右
に
折
れ
階
段

を
昇
り
水
路
閣
の
上
に
出
ま
す
。
少
し

進
ん
だ
と
こ
ろ
で
左
に
折
れ
鐘
楼
の
脇
を

奥
へ
進
ん
だ
ら
後
嵯
峨
天
皇
皇
后
姞
子

粟
田
山
陵
が
あ
り
ま
す
。
二
礼
二
拍
手

一
礼
。 

 

水
路
閣
の
下
ま
で
も
ど
り
右
手
の
階
段

を
上
っ
て
南
禅
院
に
入
場
し
ま
す
。
拝
観

料
は
三
百
円
。
そ
う
亀
山
天
皇
分
骨
所

は
有
料
の
南
禅
院
の
庭
の
中
に
あ
る
の
で

す
。
合
掌
。
こ
こ
南
禅
院
は
亀
山
天
皇
の

離
宮
で
あ
り
、
こ
こ
で
出
家
あ
そ
ば
さ
れ

法
皇
と
お
な
り
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
南

禅
寺
発
祥
の
場
所
で
あ
る
そ
う
で
す
。

今
年
初
め
て
の
陵
墓
参
拝
は
こ
う
し
て

終
了
し
ま
し
た
。 

 

（愛
知
県
本
部
事
務
局 

松
川
秀
康
） 

二
日
（月
）台
湾
映
画
「Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」
を
鑑

賞
。
日
本
統
治
時
代
の
人
物
や
風
景
が

よ
く
再
現
さ
れ
て
い
た
。
よ
り
多
く
の
日

本
人
に
観
て
欲
し
い
映
画
だ
。
夜
は
、
金

山
神
社
に
て
戦
争
展
全
体
会
議
に
参
加
。 

六
日
（金
）所
用
に
て
伊
賀
上
野
市
に
一

泊
。
子
供
の
頃
、
父
よ
り
「我
が
家
の
先

祖
は
伊
賀
に
あ
る
」
と
聞
か
さ
れ
て
お
り
、

成
人
し
た
後
、
研
修
会
で
伊
賀
服
部
家

は
南
朝
方
で
あ
っ
た
こ
と
を
学
び
、
嬉
し

く
思
っ
た
も
の
だ
。
今
は
宅
地
造
成
で
伐

採
さ
れ
た
が
、
実
家
に
は
樹
齢
三
百
年

ほ
ど
の
大
楠
が
あ
っ
た
。
我
が
家
の
祖
先

は
、
楠
を
植
え
て
南
朝
方
を
誇
り
と
し
て

き
た
の
だ
。 

十
日
（火
）キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
の
山
口
玄

示
さ
ん
告
別
式
へ
。
突
然
の
訃
報
だ
っ
た
。

山
口
さ
ん
は
、
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ

く
る
会
の
運
動
に
挺
身
さ
れ
て
来
た
方

で
あ
る
。
会
合
で
は
い
つ
も
熱
情
溢
れ
る

発
言
を
さ
れ
、
そ
の
言
葉
通
り
に
行
動

さ
れ
た
。
参
列
者
全
員
の
万
歳
三
唱
で

天
に
召
さ
れ
て
行
か
れ
た
。 

 

行
事

予
定 

名
古
屋
東
部
支
部
四
月
定
例
会 

 
 

四
月
十
九
日(

日)

十
時
半
～
十
二
時
半 

 
 
 

勉
強
会
・テ
ー
マ
な
し
【放
談
会
】座
長･

江
﨑
雅
博 

  
 

 
 
 
 
 

於
・昭
和
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・第
一
集
会
室  

会
費
五
百
円 

 
 

十
三
時
半
～
十
五
時
半 

街
宣
・テ
ー
マ
【自
主
憲
法
制
定
】 

  
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

御
器
所
交
差
点
周
辺    

会
費
無
料 


